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B－157　漏ゑ県喜多方地＆I- あ･f るな生活・､史的周免( ￥S報)

　　　　鉢帳限やヽ多々だ呉服高S家の商浪と社民の　　聖和営園*s大・石川-<->3- M卸麦

　　　　衣生活にｰ・い-r一明治後期t対象ヒして一　　県立米沢々短大　徳永攻久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　^f'j-i々大根政明口富左･-n 馬寄手佐原χ

　目的　販売名側やり^資料･こよる衣生活の史的研究り一環fcして、箭回i でふセ怯窪及

び即売俘､- i-る考宛を行っX きた。今回はｲ士入帳にi: っマみ時り商み流逞の宝態をとら之

槽せて前|3 まマ'̂ S 匁・)ift法及α'住民のれ生治I-っヽ･ヽて・考察^さら･こ深めよ7とした。

　方汰　対れi蹄｣i3 と同じ明治追期ヒし. 明ｼ評年の他邪仕゛、帳･ 出光仕゛恪をや白-ヽ

萬控蜂■ 奮銭出）ヽ植を今析しヽ小係記献廳取') 等を参為･り察し八。

　μ果　/.S 客・仁入先l*、Ml£製品を喜多方ill iむぞ仕入れI 佃Alま,他丿也方の間屋-f>ヽ^ <r,

柱入れぞ肺る。他行仁入帳記戴ふ数･リャD尨x＼、り余店It 東ぶ今西<n

方法は見本I-- よる注支仕入水と春秋2 回･り出京買付ぞ、綿わレ■ 奮^・手織等･^前右、是

服物わよ後名<あi．3.ｲ士入感品ヽﾔ虚メ叫・越後物･よ、浜松・新忍よ')イ士入れた執上方

物･こっいてit東京・閤屋ヵヽi, -i士X九マいt-。商品･り恰£は小乞、宮車便、置むふをよじf

の貨物輪邁で あろ．'i^．綿ネ'レ・手拭等'i少数友iご･) j,^ ･こ仁入九% ポ、洋月わ,‘よ数友Jr ')

／～えI今s その考所取寄txいT--. 既製品It に)ヤペキ類外i <'あるが、セーター等

も少量あっち。1i急類Iよ島級句に限'7 れX いる。

　以上りμ果によ'j 、明治後期の嘉や方*^a£.ダ飲£の南画･こよって東京とμぽ札、東京-,

問屋・商国内lりヽつ１いだ実態及cハS 象パそり積極的/f ふう去によリ欠琴'こI'-"]A的柱将を強

め-t いっ花過程を知ることぶ出% 心。さりこ当時の佳民バり長生渚‘゜おいて, 吉i り利ifiダ

曰常着うりあ級物･こ夥') . ンリ

程を仕入れcr･面やりも考命すi ゛｀が出来た。

B－158　福島県毎多方地£における衣彩舌の史砂可児( ￥? 報丿

　　　　諺疹溥より々だ晏服商s 寥の南隋と住夙・り　県's: 米沢す矩火O幽祷脈

　　　　書家匯･マフレ･X一丸lE初期乞対象いてー　犀霧難諾‰

　目的　住民の参生濯を.鉢肴濤佩μヽら<^ T 力考咎っ-7" 1すT ？たが，孝啼釦ま大正初期の晏服，

膏s家の錆賃料べ茎づき販売内容の僕態を分析レ当時’)主婦i:かどのぶラjT縛碩方広

をと・teのか　当時c^ 喚撮商り高声,と住民・衣せ洛の拶徊を推考す3 .

　方漓　S奪・・大正^-~ぶ午<^売S季　当産邨し高控螺^-k 中々-とI-　沸伊声文惘吸や･当吟り

幹潮化･争　･ざ一仁年々文献なとヽ･参咀レ考察．

　辞果　)s末iヽ'ぽ･日工月・初麦リはそ・年り聡亮の咸畢･ﾐ順まで^ ・で　あ売の力^^

かすて行うか　尺正ぎ年・ヽをt.朗吟の友行はi T"　モス・寄せ初お　=£スキ衿　縞泊茸ﾄが

±r　6 年･v 察り　を斯縞　ネル樗差が麦れ南外a f£肩心I た．特則角昴^ s-午/- ﾉt 免

行のミ釘毛・を喘I 紅が売れす･■ 6 % て畢気上一早乙　肺双手　更サガ　ｘ 'I十^等ヵ"々>n

た．　刃延年両毛-・･ill，呻名が切-*(. 卵% が'出朱上-ﾘ＆　芦リが及物T" ?，?．又年岡賑を竹

難=16今% 汀'切心，2i弘まヽ末上-ﾘＥ　2 応が及物r"涜も販奮件軟共　切丿丿'集中し　ノ0

17 閲の剱を怜靫中舛田（心)か切やX" あi，3)S掌･・･切が辣を鴎･ﾒ　秀セ切M. ゛及ま満の

塙絣切^ロ･ニー方隋t"　そ昴・16 % ヽよ寄せ切'3 T̂" あ? ．郵及物心/B 3 及売/)にZ及't衣作物

rs ｌ ， 如出来上-ﾘ＆o, 30刄はキ斌足衣で'ﾇ旱獣　ズ￥ふ寄・p?吸物心細'で　和敗･･

コう　羽咋が｀私れれ．お寄せや7-≫i’内哀,i　友釣　ネIt.　更す　^べ・･塙布t"　そ・f Iマ

他他方^ 叉半切・･口§ﾉ心切入･･l ね．以と　S 家・･南売が寄せ切れ･て季中I 'だ・'は　当好子ヽ

景気でヽ及売り*･･答理^見直にｒ　上さ･・児芋布を寄ゼ=切衣I' i薦-み.〉＼れ.金叫£に安価･こクヽ

今出ぶリ




